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こすもす倶楽部デイサービスセンター 

認知症対応型通所介護 

（介護予防認知症対応型通所介護） 

 

重要事項説明書 

                                

 

  当事業所は介護保険の指定を受けています。 

   通所介護事業    （兵庫県指定  第 2874200146 号） 

 認知症対応型通所介護事業（相生市指定  第 2874200146 号） 

 

          
   当事業所はご契約者に対して指定通所介護サービスを提供します。事業所の概要や 

提供されるサービスの内容、契約上ご注意いただきたいこと次の通り説明します。 
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１ 事業者 

（１）法人名     社会福祉法人 あいおい福祉会 

（２）法人所在地   兵庫県相生市野瀬１３５６番地 

（３）電話番号    ０７９１－２４－０６００ 

（４）代表者氏名   理事長 南條 登 

（５）設立年月    平成１１年１０月１５日 

 

２ 施設の概要 

（１）施設の種類   指定通所介護事業所・平成１２年４月1日指定 兵庫県2874200146号 

（２）施設の目的   地域住民に良質かつ適切な介護サービスを提供し、安心して生活できる 

地域づくりをすすめる 

（３）施設の名称   こすもす倶楽部デイサービスセンター 

（４）施設の所在地  兵庫県相生市野瀬１３７５番地１ 

（５）施設の構造   鉄骨造平屋建 

（６）建物の延べ床面積  721.35㎡ 

（７）施設までの交通案内 神姫バス 野瀬バス停より徒歩５分 

             ＪＲ相生駅からタクシーで１０分 

（８）電話番号及びFAX番号 電話番号  0791-24-0500 

              Fax番号     0791-24-0505    

（９）管理者氏名     松本 晶子 

（10）当施設の運営方針  地域住民が要介護状態等になったときに、その有する能力に応じ 

自立した日常生活を営めるよう、機能訓練及び必要な日常生活の 

世話を行うことにより、利用者の社会的孤立感の解消及び心身機 

能の維持並びに利用者の家族の身体的・精神的負担の軽減をはかる。 

利用者の人格を尊重し、利用者の立場に立ったサービスを提供する。 

地域福祉の向上のため、市町、居宅介護支援事業者、他の居宅サー

ビス事業者、保険、医療、福祉機関と密接に連携する。 

（11）開設年月      平成１２年４月１日 

（12）利用定員      通所介護         ２５名（介護予防含む） 

             認知症対応型通所介護   １２名（介護予防認知症対応型含む）

      

  

３ 事業実施地域及び営業時間 

（１）通常の事業実施地域は、相生市 

（２）営業日及び営業時間 

 通所介護 

営業日 

月～土曜日（祝日も営業しています） 

（ただし年末年始はその都度お知らせ致します） 

※悪天候の際は営業が中止となることがあります。その際

は連絡させて頂きます。 

受付時間 
月～土曜日 

８時３０分から１７時３０分 

サービス提供時間 

月曜日～土曜日 

９時００分から１６時３０分 

但し、介護予防通所介護は９時００分から１５時００分 
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４ 職員の配置状況 

当施設では、ご契約者に対して指定通所介護サービスを提供する職員として、以下の職種の

職員を配置しています。 

 

＜主な職種の配置状況＞ 

職種 

通所介護 

介護予防通所介護 

（定員２５名） 

認知症対応型通所介護 

介護予防認知症対応型通所介護 

（定員１２名） 

配置人員 配置人員 

管理者 １名（兼務） １名（兼務） 

生活相談員 2名（専従）1名（兼務） 2名（専従）1名（兼務） 

介護職員 ３名以上 

２名以上 機能訓練指導員 １名以上 

看護職員 １名以上 

調理員 １名以上 

 

＜主な職種の勤務体制＞ 

職種 
通所介護 認知症対応型通所介護 

勤務体制 勤務体制 

管理者 月～土 ８:３０～１７:３０ 月～土 ８:３０～１７:３０ 

生活相談員 月～土 ８:３０～１７:３０ 月～土 ８:３０～１７:３０ 

介護職員 

月～土 ８:３０～１７:３０ 

原則として３名以上の介護職員

が利用者のお世話をします。 
月～土 ８:３０～１７:３０ 

原則として２名以上の介護・看護

職員が利用者のお世話をします。 
機能訓練指導員 月～土 ８:３０～１７:３０ 

看護職員 

月～土 ９:００～１６:００ 

原則として1名以上の看護職員が

勤務します。 

 

＜配置職員の職種内容＞ 

  ①管理者     所属職員を指揮監督し、適切な事業の運営が行われるよう総括します。 

  ②生活相談員   ご契約者の日常生活上の相談・助言を行います。 

  ③介護職員    ご契約者に対し日常生活上の介助を行います。 

  ④機能訓練指導員 主にご契約者の機能改善・減退の防止を行います。 

  ⑤看護職員    主にご契約者の健康管理を行います。 

  ⑥厨房職員    ご契約者、所属職員の昼食時の調理、準備を行います。 
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５ 当施設が提供するサービスと利用料金 

  当施設では、ご契約者に対して、以下のサービスを提供します。 

   

 

 

があります。 

（１）介護保険の給付の対象となるサービス（契約書第４条参照） 

以下のサービスについては、利用料金の大部分（通常９割又は８割又は7割）が介護保険から

給付されます。 

＜サービスの概要＞ 

①食事（居宅サービス計画において、食事の提供が予定されている方に限ります。但し、食 

材料費は別途いただきます。） 

・当事業所では、栄養ならびにご契約者の身体状況及び嗜好を考慮した食事を提供します。 

・ご契約者の自立支援のため離床して食堂にて食事をとっていただくことを原則としてい

ます。（食事時間） １２：００～１３：００ 

・必要に応じ、栄養状態の確認を行います。 

・希望者には口腔ケアを行い、口腔機能の維持・向上を行います。 

②入浴 

・入浴介助を行います。機械浴槽も準備しています。 

③排泄 

・ご契約者の排泄の介助を行います。 

④送迎 

・ご契約者のご自宅と事業所間の送迎を行います。 

⑤健康管理 

・ご契約者の体温、血圧、脈拍測定等や全身状態の把握を行います。 

  ⑥機能訓練 

   ・ご契約者の自立の支援と日常生活の充実に資するよう複数の種類の機能訓練の項目を準 

備し、生活意欲が増進されるよう利用者を援助し、心身の状況に応じた機能訓練を行い 

ます。 

⑦ご契約者に対する具体的なサービス内容やサービス提供方針 

   ・サービス内容やサービス提供方針については、利用者の日常生活の状況及び意向を踏ま 

えて、利用者の「居宅サービス計画（ケアプラン）にそって通所介護サービスにかかる 

介護計画「通所介護計画」で定めます。「通所介護計画」の作成及びその変更は次の通 

り行います。 

１）当事業所の生活相談員に通所介護計画の原案やそのために必要な調査等の業務を 

担当させます。 

２）その担当者は通所介護計画の原案について、ご契約者及びその家族等に対して説明し、 

同意を得たうえで決定します。 

３）通所介護計画は、居宅サービス計画（ケアプラン）が変更された場合、もしくは 

契約者及びその家族等の要請に応じて、変更の必要があるかどうかを確認し、変更の 

必要のある場合には、ご契約者及びその家族と協議して、個別サービス計画を変更 

します。 

４）通所介護計画が変更された場合には、ご契約者に対して書面を交付し、その内容を 

確認していただきます。 

 

（１）利用料金は介護保険から給付される場合 

（２）利用料金の金額をご契約者に負担いただく場合 
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 ◎ご契約者がまだ要介護認定を受けていない場合には、サービス利用料金の金額をいったん 

お支払いただきます。要介護の認定を受けた後、自己負担額を除く金額が介護保険から払

い戻されます（償還払い）。また、居宅サービス計画書が作成されていない場合も償還払

いとなります。償還払いとなる場合、ご契約者が保険給付の申請を行うために必要となる

事項を記載した「サービス提供証明書」を交付します。 

（２）介護保険の給付対象とならないサービス（契約書第５条） 
   以下のサービスは、利用料金の全額がご契約者の負担となります。 

＜サービスの概要と利用料金＞ 

別表の料金表によって、ご契約者の要介護度に応じたサービス利用料金から介護保険給付

費額を除いた金額（自己負担額）をお支払い下さい。（サービスの利用料金は、ご契約者

の要介護度に応じて異なります。） 

①介護保険給付の支給限度額を超えるサービス 
    介護保険給付の支給限度額を超えたサービスを利用される場合は、前記５（１）の 

サービス利用料金表に定められた「サービス利用料金」欄の全額（自己負担額ではあり 
ません。また加算分は含まれます。）が必要となります。 

②食事の提供 
    ご契約者に提供する食事にかかる費用です。 
     料金：１回あたり８９０円（おやつ代を含む） 

③日常生活上必要となる諸費用実費 
    日常生活品の購入代金等ご契約者の日常生活に要する費用でご契約者に負担いただく 

ことが適当であるものにかかる費用を負担いただきます。 
 マスク１枚につき        ２０円 
 パット１枚につき        ４０円 
 紙パンツ１枚につき       ８０円 
タオルバスタオルセット（要支援者持参忘れの際） ６０円 

④複写物の交付 
ご契約者、サービス提供についての記録をいつでも閲覧できますが、複写物を必要と 
する場合には実費をご負担いただきます。 

１枚につき      １０円 
 
（３）利用料金のお支払い方法（契約書第６条参照） 

前記の（１）（２）の料金・費用は、事務手続きの便宜上一ヶ月分を合計して月末締めと

し、翌月２７日にご指定された口座より引き落としさせていただきます。 
 

６．事故発生時の対応方法 
 （１）サービス提供により事故が発生した場合は、速やかに利用者の家族、担当の介護支援専

門員（又は地域包括支援センター）及び市町村等へ連絡を行うとともに、必要な措置を講

じます。 
 

 （２）損害賠償責任（契約書第12条参照） 
   ①事業者は、本契約に基づくサービスの実施に伴って、自己の責に帰すべき事由により契

約者に生じた損害について賠償する責任を負います。契約書第１０条に定める守秘義

務に違反した場合も同様とします。ただし、契約者に故意または過失が認められる場

合には、契約者の置かれた心身の状況を斟酌して相当と認められる時に限り、損害賠

償責任を減じることができるものとします。 
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②事業者は、前項の損害賠償責任を速やかに履行するものとします。 
     当事業所は「東京海上日動火災保険株式会社」に加入しています。なお、 
     賠償責任共済にかかる内容については、当事業所までお問い合わせください。   
 

（３）損害賠償がなされない場合 
事業者は、自己の責に帰すべき事由がない限り、損害賠償責任を負いません。とりわ

け以下各号に該当する場合には、事業者は損害賠償責任を免れます。 
① 契約者（その家族も含む）が、契約締結時にその心身状況及び病歴等の重要事項につ

いて、故意にこれを告げず、または不実の告知をおこなったことにもっぱら起因して

損害が発生した場合 
② 契約者（その家族も含む）が、サービスの実施にあたって必要な事項に関する聴取・

確認に対して故意にこれを告げず、または不実の告知をおこなったことにもっぱら起

因して損害が発生した場合 
③ 契約者の急激な体調の変化等、事業者の実施したサービスを原因としない事由にもっ

ぱら起因して損害が発生した場合 
④ 契約者が、事業者もしくはサービス従事者の指示・依頼に反して行った行為にもっぱ

ら起因して損害が発生した場合 
     
７．苦情の受付について（契約書第20条参照） 

（１）当施設における苦情やご相談は以下の専門窓口で承ります。 

こすもす倶楽部 
デイサービスセンター 

担当者   松本 晶子 
解決責任者 南條 誠 
連絡先 電話  ０７９１－２４－０５００ 
    ＦＡＸ  ０７９１－２４－０５０５ 
受付時間：午前８時３０分～午後５時３０分 

 
（２） 行政機関苦情受付 

兵庫県国民健康保険団体連合会 連絡先：０７８－３３２－５６１７ 

介護保険担当係 
連絡先：０７９１－２２－７１２４ 
受付時間：平日 午前８時３０分～午後５時１５分 

 
８.非常災害対策 

非常災害に備えて、消防計画､風水害、地震等に対処する計画を作成し､防火管理者また

は火気・消防等についての責任者を定め､定期的に避難､救出その他必要な訓練を行う       

ものとする。 

９.感染症予防、まん延防止の対策 

  事業所は、事業所において感染症が発生し、又はまん延しないように、次の各号に掲げ

る措置を講じるものとする。 

（1）事業所における感染症の予防及びまん延の防止のための対策を検討する委員会を  

おおむね６か月に１回以上開催するとともに、その結果について従業者に周知徹底を

図る。 

（２）事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備する。 

（３）事業所において、従業者に対し、感染症の予防及びまん延の防止のための研修及び訓

練を定期的に実施する。 
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１０.業務継続計画の策定等 

事業所は、感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する事業の提供を継続的

に実施するため、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（以下「業務継

続計画」という。）を策定し、当該業務継続計画に従い必要な措置を講じるものとする。 

（１）事業所は、従業者に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及

び訓練を定期的に実施するものとする。 

（２）事業所は、定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変

更を行うものとする。 

１１．虐待防止のための措置に関する事項 

事業所は虐待の防止に努めるため以下の措置を講ずるものとする。 

（１） 虐待防止のための指針を設け、虐待防止検討委員会を設置する。 

（２） 虐待防止のための従業者への研修を定期的かつ計画的に行う。 

（３） 虐待又は虐待が疑われる事案が発生した場合の対応方法等を示したマニュアルを

策定する。 

（４） 前２号に掲げる措置を適切に実施する為の担当者を置く。 

２ 事業所はサービス提供中に虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速や

かにこれを市町村に通報するものとする   

 

１２．ハラスメント対策 

   事業所内において行われる優越的な関係を背景とした言動や、業務上必要かつ

相当な範囲を超える下記の行為は組織として許容しないものとする。 

（１）身体的な力を使って危害を及ぼす（及ぼされそうになった）行為 

（２）個人の尊厳や人格を言葉や態度によって傷つけたり、おとしめたりする

行為  

（３）意に沿わない性的言動、好意的態度の要求等、性的ないやがらせ行為 

上記は、当該事業所従業者、各指定居宅サービス事業者、利用者及びその家族等

を対象とする。 

２ ハラスメント事案が発生した場合、マニュアルなどを基に即座に対応し、再

発防止会議等により、同時案が発生しない為の再発防止策を検討する。 

３ 職員に対し、ハラスメントに対する基本的な考え方について研修などを実施 

し、定期的に話し合いの場を設け、介護現場におけるハラスメント発生状況

の把握に努める。 

４ ハラスメントと判断された場合には行為者に対し、関係機関への連絡、相談、

環境改善に対する必要な措置、利用契約の解約等の措置を講じるものとする。 

 

１３．重要事項の変更 

   重要事項に記載した内容に変更が生じた場合には、利用者にその内容を記した書類を交付

して説明するか、もしくは郵送で通知いたします。 
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以上、通所介護サービスの提供にあたり、利用者に対して本書面に基づいて重要事項の説明 
を行いました。 

  
令和   年   月   日 

 
事業者  所 在 地  兵庫県相生市野瀬１３５６番地    

 
             名  称  社会福祉法人 あいおい福祉会 
 
             代表者名      理事長  南條 登        印   
 
 

説明者  説明職名                                
 

             氏  名                                   
 
 
私は、本書面にて事業者から重要事項の説明を受けました 

 
 

利用者 住  所  相生市                     
 

             氏  名                          
 
 
 

上記代理人 住  所  相生市                     
 
              氏  名             （続柄     ）    


